
　深沢幸雄は 1924 年山梨県中巨摩郡平林村（現 富士川町）

に生まれ、日本を代表する銅版画家の一人として活躍しま

した。92歳で亡くなるまで芸術への情熱を絶やすことなく、

生涯にわたり1,000点を超える銅版画の他、油彩画、陶芸、

ガラス絵など数多くの作品を残しました。

　この作品は深沢の代表作で、太古の時代に

遥かベーリング海氷河を越えてアジアから新

大陸へと渡ったアジアン・モンゴロイドの

壮大なドラマに思いをはせた作品です。

  令和元年10月28日 発行
市民と議会を結ぶ情報誌

No.66

南アルプス

市  議  会 だより
  ●第３回定例会（９月）    
  平成30年度決算  総務常任委員会不認定も本会議で認定

●主な内容　
9月定例会の概要／議決結果（P2～）

常任委員会委員長報告（P4～）

代表質問・6会派（P7～）

一般質問・6議員（P13～）

政務活動報告（P16～）

議員活動（P19～）

お知らせ／編集後記（P20）

●表紙作品解説／深沢幸雄
　　　　　　　　《凍れる歩廊（ベーリング海峡）》

南アルプス市立美術館 所蔵

どばしよしつぐふかざわゆきお
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▼ 

平
成
30
年
度
の
決
算
を
認
定

平
成
30
年
度
の
決
算
を
認
定

◆
平
成
30
年
度
決
算
を
認
定
す
る
も
意
見
割
れ
る
！

　

９
月
定
例
会
で
は
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
、
総
務
常
任
委
員
会
で
不
認
定
と
す
べ
き
と
さ
れ
ま
し

た
が
、
本
会
議
に
お
い
て
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
認
定
す
る
こ
と
と
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
方
自
治
法
第
１
０
０
条
に
基
づ
く
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
事
務
調
査
に
関
す
る
決
議
案
は
、
賛
成
・
反
対

同
数
の
た
め
議
長
裁
決
に
よ
り
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
条
例
案
、
補
正
予
算
案
、
決
算
認
定
案
等
40
案
件
を
慎
重
審
議
し
た
結
果
、
現
案
の
と
お
り
可
決
、
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

議案第７４号
議案第７５号

整
備 議案第７６号

議案第７７号
議案第７８号

議案第７９号

議案第８０号
南ア議第３号
議案第８１号
議案第８２号
議案第８３号
議案第８４号
議案第８５号
議案第８６号
議案第８７号
議案第８８号
議案第８９号
議案第９０号
議案第９１号
議案第９２号
議案第９３号
認定第２号
認定第３号
認定第４号
認定第５号
認定第６号
認定第７号
認定第８号
認定第９号
認定第１０号
認定第１１号
認定第１２号
認定第１３号
認定第１４号
認定第１５号
認定第１６号
認定第１７号
認定第１８号

請願第１－８号

南ア議第４号

条
例 一
部
改
正

請
願

会計年度任用職員の報酬等に関する条例
病児・病後児保育事業実施条例
地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する
法律の施行に伴う関係条例
税条例

意
見
書

制
定

補
正
予
算

そ
の
他

平
成
30
年
度
決
算

印鑑条例
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
利用者負担額等に関する条例

市道路線の廃止

水道給水条例

一般会計補正予算
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
居宅介護予防支援事業特別会計

議会だより発行に関する条例

水道事業会計利益剰余金の処分
自動車運送事業会計利益剰余金の処分
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計

水道事業会計
下水道事業特別会計
財産の取得（高規格救急自動車）
市道路線の認定
市道路線の変更

土地取得造成事業特別会計

居宅介護予防支援事業特別会計
下水道事業特別会計
芦安農業集落排水事業特別会計
温泉給湯事業特別会計
山梨県北岳山荘管理事業特別会計
芦安簡易水道事業特別会計

水道事業会計
自動車運送事業会計
教職員定数改善、少人数学級推進、及び義務教育費国庫
負担制度拡充を図るための請願書

教職員定数改善、少人数学級推進、及び義務教育費国庫
負担制度拡充を図るための意見書

異議なく全会一致で可決・認定・採択された議案等

芦安恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計
中尾山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計
高尾山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計
城山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計
雨鳴山恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計

令
和
元
年
度
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松
野

昇
平

戸
栗

淳

三
木

充

有
野

一
成

櫻
田

力

花
輪

幸
長

村
松
三
千
雄

野
中

國
幹

北
村
千
代
子

矢
﨑

俊
秀

名
取

泰

小
池

伸
吾

中
込

恵
子

飯
野

久

斉
藤

諭

清
水

重
仁

河
野
木
綿
子

花
輪

進

小
林

敏
徳

深
澤

米
男

齊
藤

博
明

審
議
結
果

× × × × × × × × － 〇

× × × × × × × × × × × × － ×

× × × × × × × × × × × ×

１．齊藤博明議長は除く。ただし、南ア議第５号については、賛成10　反対10の同数となり、議長裁決。
２．議案等に反対した場合のみ「×」印で表示。
３．審議結果の「○」印は可決、「×」印は否決。

令和元年 第３回定例会の議案に対する 起立採決を行った議決結果一覧表

起立採決を行った議案

認定第１号 平成30年度一般会計歳入歳出決算の認定

南ア議第５号 事務調査に関する決議案

請願第１－７号 「最低賃金の改善と中小企業支援の
拡充を求める意見書」の採択を求める請願

■起立採決を行った討論の内容  

認定第１号  平成30年度一般会計歳入歳出決算の認定
 

  

 

 

 

南ア議第５号 事務調査に関する決議案

 
  

 

  

 

反　

対　

意　

見

　庁舎整備事業において、合併特例債が起債できず歳入
欠陥が生じ、代わりに 3,230 万円が一般財源から振り替
えられた。合併特例債の活用期限の延長がなければ、後
年度にはその７割にあたる 2,200 万円余が交付税に算入
されず、実際に損失が生じていたという重大な問題であ
る。また会計年度独立の原則からしても、30 年度決算
で明確に一般財源から 3,230 万円の損失が発生してお
り、予算の適正な執行とは言えないので反対する。
●名取  泰 議員（日本共産党南アルプス市議団）

　総務委員会の平成 30 年度決算に関する調査において、
庁舎整備事業の内、市産材を用いたカウンター部材工事
の支出負担行為が、新年度に起案された遡り行為であっ
たことが明らかになった。この行為は、地方自治法第
235条の5に定められた出納閉鎖期間中に、意図的に遡っ
て行ったものであり、財政法により宣明されている「単
一予算の原則」や「会計年度独立の原則」に逸脱してお
り認定することはできないため反対する。
●櫻田  力 議員（未来創政の会）

　監査委員からは、合併特例債の歳入欠陥が生じたこと
は初歩的なミスとチェック漏れが原因で、次年度以後に
他の事業で活用することにより損失は生じないとしてい
るが、それで済まされる問題ではないと指摘され、再発
防止策の構築を求めている。市は再発防止の徹底とチェッ
ク体制のシステム構築、さらに関係職員を処分し、事の
重大性を真摯に受け止め対策を講じていることから、大
概的に判断すれば認めざるを得ないと判断し賛成する。
●村松  三千雄 議員（新政南アルプス）

　広河原山荘改築事業は、６月議会の産業土木委員会に
おいて、細かな資料の提出を受け、質疑を重ね、慎重審
議に努めて可決をした。さらに本９月議会の認定第１号
においても、委員会は全員異議なしで決している。
　また、特別委員会の設置の調査項目は、「建築設計入
札全般に関する事項」とあるが、視点が広範囲で不明確
である。さらに今議会での広河原山荘改築事業に対する
執行部の答弁は、違法で不適切な事実は確認できなかっ
たため反対する。
●河野  木綿子 議員（公明党）

　最低賃金を千円に引き上げることは中小企業の経営を
圧迫し、雇用したくてもできない状況が発生し、経営が
成り立たなくなる恐れがある。また、賃金引き上げの財
源として、大企業の内部留保の引き出しを前提としてい
るが、具体的な策は無い。常勤の人もいればパートの人
もおり、様々な業種の雇用形態に見合った支援がまずは
必要であり、最低賃金を全国一律千円に引き上げること
は、中小企業経営者に混乱を招くと考えるため反対する。
●清水  重仁 議員（新政南アルプス）

　監査委員は決算について、関係法令に準拠して作成され、
係数は正確であり、概ね妥当であるとしている。市産材を
用いたカウンター部材の工事は平成 30 年度中に業務が完
了し、出納整理期間に支払っていて、法令には反しない。
専門家によると、契約書等に係る遡り事務は、適正な事務
とは言えないが、それが法令違反とはならない。
　市は、関係職員の処分をはじめ綱紀粛正や再発防止に
取り組んでおり、同意できると判断するため賛成する。
●野中  國幹 議員（躍進会）

　広河原山荘改築事業の実施設計委託費が、各種許認可
申請費用として、設計会社が見込んだ金額を差し引いた
としても、国が定めた報酬の基準より約１千万円が高額
である。１千万円以上掛かる各種申請業務とは何か。未
だ資料が開示されず、担当者の説明も不足しており、引
き続き解明が必要である。
　そのためには、民事訴訟法の証人尋問の規定が準用さ
れる地方自治法第100条に基づく調査が必要であり、特別
委員会の設置に賛成する。
●名取  泰 議員（日本共産党南アルプス市議団）

　賃金格差が進むことで保育士が東京に集中し、地方の保
育士不足は加速している。また介護職は全産業の平均を
50 万円近く下回っており、最低賃金全体の底上げをする
必要がある。年３%増、平均千円を目指すという政府案で
は地方衰退の歯止めとして不十分である。農業を含めた中
小零細企業への率先した支援と安定を求め、そこで働く人
たちの所得や地方での安定雇用に繋げることは、地方創生
の前進に大きく寄与すると考え賛成する。
●松野  昇平 議員（日本共産党南アルプス市議団）

賛　

成　

意　

見

反　

対　

意　

見

賛　

成　

意　

見

反　

対　

意　

見

賛　

成　

意　

見

請願第１－７号「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める請願
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被
害
対
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

消
防
本
部
予
防
課
が
所
管
す
る
「
市

　
　
　

民
へ
の
火
災
に
対
す
る
予
防
知
識
普

及
事
業
」
に
つ
い
て
、
市
内
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
最
新
の
設
置
率
は
。

　
　
　

平
成
30
年
度
末
時
点
で
70
・
５
％
と

　
　
　

な
っ
て
い
る
。

　

認
定
第
１
号
に
つ
い
て
、
櫻
田
委
員
、
名

取
委
員
か
ら
反
対
討
論
が
あ
り
起
立
採
決
の

結
果
、
賛
成
３
反
対
３
の
同
数
と
な
り
、
委

員
長
裁
決
の
結
果
、
不
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
条
例
案
、
補
正
予
算
案
、
そ
の

他
案
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
審
査
し
た
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

も
少
な
い
約
30
ｔ
で
あ
っ
た
た
め
、
執
行
額

が
下
が
っ
た
。

　
　
　

人
事
課
が
所
管
す
る
「
職
員
研
修
事

　
　
　

業
」
に
つ
い
て
、
各
種
研
修
は
本
市

が
主
催
し
講
師
を
招
い
て
開
催
し
た
も
の
か
。

　
　
　

講
師
派
遣
会
社
に
依
頼
し
講
師
を
派

　
　
　

遣
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
年
間
課

題
別
研
修
を
５
回
開
催
で
事
業
費
は
約

１
０
０
万
８
千
円
だ
が
、
専
門
的
な
講
師
で

あ
り
、
適
当
な
金
額
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

防
災
危
機
管
理
課
が
所
管
す
る
「
消

　
　
　

防
防
災
施
設
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
、

発
電
機
の
保
守
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

か
。
非
常
時
に
使
え
る
状
態
に
し
て
お
く
の

が
重
要
と
思
う
が
。

　
　
　

各
支
所
の
も
の
は
各
支
所
に
お
願
い

　
　
　

し
、
本
所
の
も
の
は
こ
の
と
こ
ろ
作

動
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
選
挙
の
際
に
使
用

す
る
も
の
も
あ
る
が
、
今
後
は
、
定
期
的
に

実
施
す
る
よ
う
に
す
る
。

　
　
　

消
防
本
部
管
理
課
が
所
管
す
る
「
消

　
　
　

防
活
動
事
業
」
の
機
器
整
備
に
つ
い

て
、
全
国
で
も
記
録
的
豪
雨
に
よ
る
洪
水
被

害
が
発
生
し
て
い
る
。
本
市
で
も
浸
水
が
想

定
さ
れ
る
地
域
が
あ
る
が
、
洪
水
を
想
定
し

た
ボ
ー
ト
等
の
機
器
は
配
備
さ
れ
て
い
る
の

か
。

　
　
　

現
在
、
ア
ル
ミ
製
ボ
ー
ト
を
１
艘
、

　
　
　

ゴ
ム
製
を
１
艘
配
備
し
て
い
る
が
、

更
新
さ
れ
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
基
に
洪
水

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
　
　

防
災
危
機
管
理
課
が
所
管
す
る
「
耐

　
　
　

震
性
貯
水
槽
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
、

今
後
、
耐
震
性
貯
水
槽
は
計
画
的
に
整
備
し

て
い
く
の
か
。

　
　
　

県
の
補
助
金
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、

　
　
　

消
火
栓
の
整
備
を
充
実
さ
せ
る
方
向

で
取
組
ん
で
い
る
。
今
後
は
補
助
金
の
状
況

を
注
視
し
な
が
ら
検
討
し
て
行
く
。

○
平
成
30
年
度
一
般
会
計
決
算

　
　
　

政
策
推
進
課
が
所
管
す
る
「
指
定
管

　
　
　

理
者
推
進
事
業
」
に
つ
い
て
、
選
定

委
員
会
で
は
何
を
協
議
し
た
の
か
。
ま
た
、

最
終
的
に
は
再
配
置
ま
で
関
わ
る
と
思
う
が
。

　
　
　

選
定
委
員
会
で
は
、
応
募
が
あ
っ
た

　
　
　

指
定
管
理
者
の
選
定
審
査
を
行
っ
て

お
り
、
施
設
の
再
配
置
等
は
、
行
革
推
進
本

部
、
行
革
推
進
委
員
会
で
協
議
、
検
討
を
し

て
い
る
。

　
　
　

総
務
課
が
所
管
す
る
「
機
密
公
文
書

　
　
　

溶
解
処
理
事
業
」
に
つ
い
て
、
庁
舎
整

備
に
伴
い
、
文
書
処
理
が
例
年
よ
り
も
多
く
な

る
と
い
う
こ
と
で
こ
れ
ま
で
の
２
倍
の
予
算

で
あ
っ
た
が
、
執
行
率
が
低
か
っ
た
要
因
は
。

　
　
　

庁
舎
整
備
に
伴
い
、
文
書
を
整
理
し

　
　
　

た
と
こ
ろ
、
廃
棄
文
書
が
予
想
よ
り

○
会
計
年
度
任
用
職
員
の

　

報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
　
　

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
、
こ

　
　
　

れ
ま
で
の
常
勤
、
非
常
勤
職
員
や
特

別
職
非
常
勤
職
員
、
臨
時
職
員
と
の
違
い
な

ど
、
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
常
勤
、
非
常
勤
と
し
て
勤

　
　
　

務
し
て
き
た
約
６
０
０
人
が
来
年
度

か
ら
会
計
年
度
任
用
職
員
へ
と
移
行
す
る
。

そ
れ
以
外
の
特
別
職
に
つ
い
て
は
限
定
的
な

立
場
の
職
員
で
、
臨
時
は
職
員
の
育
休
の
代

替
や
、
災
害
時
の
一
時
的
な
場
合
に
任
用
す

る
も
の
で
あ
る
。

常任委員会  委員長報告

総務常任委員会

条 

例
QＡ

QＡ

QＡ

QＡ

Q

Ａ

●委員長／矢﨑 俊秀　●副委員長／櫻田 力
●委　員／村松 三千雄、野中 國幹、名取 泰、
　　　　　飯野 久、小林 敏徳

●当委員会に付託された案件／６件

Q

Ａ

補  

正
予  

算

伊奈ヶ湖でのゴムボートを活用した救助訓練のようす

決  

算

QＡ

QＡ



─  ５  ─

　
　
　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
が
所
管
す
る

　
　
　
「
協
働
支
援
テ
ー
マ
型
活
動
助
成
事

業
」
に
つ
い
て
、
執
行
率
が
極
め
て
低
く
、

採
択
事
業
が
１
件
し
か
無
い
が
、
件
数
が
少

な
く
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　

相
談
は
あ
る
が
市
民
活
動
と
か
け
離

　
　
　

れ
て
い
る
内
容
の
も
の
が
多
く
、
市

民
活
動
に
結
び
付
く
事
業
に
つ
い
て
乏
し

か
っ
た
。

　
　
　

福
祉
総
合
相
談
課
が
所
管
す
る
「
生

　
　
　

活
保
護
費
支
給
事
業
」
に
つ
い
て
、

医
療
扶
助
費
が
３
億
８
０
０
万
円
と
非
常
に

高
い
が
、
こ
の
内
訳
は
。
ま
た
実
態
調
査
は

ど
う
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

医
療
扶
助
費
が
増
え
て
き
て
い
る
要

　
　
　

因
は
、
高
齢
者
世
帯
の
増
加
、
保
護

開
始
時
に
既
に
重
篤
化
し
て
い
る
状
況
、
さ

ら
に
高
度
医
療
化
等
も
あ
り
伸
び
て
い
る
。

以
前
は
多
受
診
や
重
複
受
診
も
あ
っ
た
が
、

レ
セ
プ
ト
点
検
の
実
施
、
早
期
指
導
な
ど
の

取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

　
　
　

教
育
総
務
課
が
所
管
す
る
「
小
学
校

　
　
　

施
設
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業
」
に
つ

い
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
液
晶
モ
ニ
タ
ー
と
レ

コ
ー
ダ
ー
は
、
ど
う
い
っ
た
部
屋
に
設
置
し

て
あ
る
の
か
。

　
　
　

各
学
校
、
カ
メ
ラ
は
４
基
ず
つ
設
置

　
　
　

し
て
あ
り
、
モ
ニ
タ
ー
は
職
員
室
に

あ
る
。
各
学
校
４
基
設
置
し
て
あ
る
カ
メ
ラ

の
向
き
は
、
正
門
と
子
ど
も
た
ち
の
昇
降
口

は
必
ず
映
る
よ
う
に
設
置
し
て
あ
り
、
そ
の

他
に
つ
い
て
は
学
校
側
と
協
議
し
て
学
校
が

死
角
や
危
険
と
思
わ
れ
る
場
所
に
設
置
し
て

あ
る
。

無
償
化
に
伴
い
、
副
食
費
が
実
費
徴
収
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
主
に
民
間
保
育
所
に
お
い

て
、
給
食
費
滞
納
者
へ
の
対
応
を
現
場
で
さ

せ
る
の
か
。
新
た
な
市
の
財
政
負
担
は
無
い

と
の
話
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
心
理
的
負
担

を
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
が
、
そ
の

対
応
は
。

　
　
　

私
立
保
育
所
に
つ
い
て
、
今
般
実
費

　
　
　

徴
収
が
発
生
す
る
と
い
う
部
分
に
つ

い
て
は
、
市
保
育
所
連
合
会
の
中
で
も
徴
収

の
仕
方
も
含
め
て
色
々
な
情
報
交
換
や
意
見

交
換
を
し
て
、
対
応
方
法
に
つ
い
て
十
分
に

協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〇
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
３
号
）

　
　
　

繰
越
金
が
２
億
９
千
万
円
と
な
り
国

　
　
　

等
へ
の
返
還
金
も
含
ん
で
い
る
が
、

基
金
に
１
億
６
千
万
円
を
積
み
立
て
た
こ
と

に
関
し
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

繰
越
金
が
出
て
い
る
実
態
と
し
て
は

　
　
　

在
宅
・
施
設
を
含
め
た
給
付
費
が
第

７
期
の
計
画
値
よ
り
や
や
少
な
く
、
逆
に
歳

入
は
、
高
齢
化
等
に
よ
り
介
護
保
険
を
払
っ

て
い
る
方
が
計
画
値
よ
り
や
や
多
く
な
っ

た
。
ま
た
、
６
，
１
０
０
円
の
保
険
料
を
減

ら
す
こ
と
は
無
い
の
で
、
そ
の
差
額
の
中
で

繰
越
金
が
出
て
い
る
。

〇
平
成
30
年
度
一
般
会
計
決
算

〇
特
定
教
育・
保
育
施
設
及
び

　

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
利
用
者

　

負
担
額
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　

３
歳
以
上
児
の
保
育
料
無
償
化
に
対

　
　
　

し
て
、
市
の
負
担
は
総
額
ど
の
く
ら

い
に
な
る
の
か
。

　
　
　

直
接
今
回
の
無
償
化
に
対
し
て
、
一

　
　
　

般
財
源
で
市
の
負
担
が
新
た
に
発
生

す
る
と
い
う
も
の
は
な
い
。

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
　
　

子
育
て
支
援
課
が
所
管
す
る
「
施
設

　
　
　

型
給
付
事
業
」
に
つ
い
て
、
保
育
料

　

請
願
第
１
―

８
号
「
教
職
員
定
数
改
善
、
少

人
数
学
級
推
進
、
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
拡
充
を
図
る
た
め
の
請
願
書
」
に
つ

い
て
は
、
櫻
田
力
紹
介
議
員
に
説
明
を
求
め
、

全
会
一
致
で
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

　

そ
の
他
、
条
例
案
、
補
正
予
算
案
、
決
算

認
定
案
に
つ
い
て
は
、
慎
重
審
査
し
た
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
な
ら
び
に
認
定
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

QＡQ

QＡ

QＡ

Ａ

条 

例

QＡ

常任委員会  委員長報告

厚生文教常任委員会

●委員長／有野 一成　●副委員長／北村 千代子
●委　員／松野 昇平、戸栗 淳、小池 伸吾、
　　　　　中込 恵子

●当委員会に付託された案件／14 件

補  

正
予  

算

QＡ

決  

算

小学校に設置されている防犯カメラ



─  ６  ─

　
　
　

管
理
住
宅
課
が
所
管
す
る
「
木
造
住

　
　
　

宅
耐
震
診
断
事
業
」
に
つ
い
て
、
耐

震
診
断
は
13
戸
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

後
の
改
修
事
業
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
問

題
点
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

改
修
費
の
個
人
負
担
が
大
き
い
た
め

　
　
　

実
施
に
踏
み
切
れ
な
い
の
が
要
因
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
○
平
成
30
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算

　
　
　

水
道
使
用
料
の
未
納
分
は
ど
の
よ
う

　
　
　

な
扱
い
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

決
算
書
に
計
上
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

水
道
使
用
料
は
私
債
権
で
あ
り
、
未

　
　
　

納
分
は
未
収
金
と
し
て
貸
借
対
照
表

に
計
上
し
て
い
る
。
前
年
度
に
債
権
管
理
条

例
が
制
定
さ
れ
た
の
で
、
今
後
は
調
査
を
厳

正
に
行
い
、
明
ら
か
に
未
納
と
な
る
場
合
に

は
、
債
権
放
棄
を
経
て
不
納
欠
損
の
処
理
を

行
う
。

　
　
　

新
た
な
商
品
開
発
も
行
う
が
、
地
元

　
　
　

の
商
工
業
者
で
和
菓
子
な
ど
も
想
定

し
て
い
る
。
商
品
を
組
み
合
わ
せ
た
お
土
産

を
作
り
、
静
岡
や
長
野
方
面
に
販
路
を
拡
大

す
る
。
放
送
局
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
も
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
く
。

〇
平
成
30
年
度
一
般
会
計
決
算

　
　
　

農
政
課
が
所
管
す
る
「
荒
廃
農
地
等

　
　
　

利
活
用
促
進
事
業
」
に
つ
い
て
、
事

業
の
詳
細
は
。

　
　
　

県
の
公
社
が
荒
廃
し
た
遊
休
農
地
を

　
　
　

整
備
し
、
農
協
と
協
定
を
結
ん
で
苗

木
を
植
え
３
年
間
育
て
た
後
、
希
望
す
る
農

業
者
に
譲
渡
す
る
事
業
で
、
昨
年
度
は
４
千

㎡
の
ぶ
ど
う
棚
を
整
備
し
た
。

　
　
　

観
光
商
工
課
が
所
管
す
る
「
伊
奈
ヶ

　
　
　

湖
周
辺
施
設
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

管
理
運
営
事
業
」
に
つ
い
て
、
危
険
物
除
去

手
数
料
の
内
訳
は
。

　
　
　

エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖
を
整
備
す
る
に
あ

　
　
　

た
り
、
放
置
さ
れ
て
い
る
ド
ラ
ム
缶

等
、
様
々
な
廃
棄
物
を
処
理
し
、
周
辺
の
美

化
を
行
っ
た
。

　
　
　

観
光
商
工
課
が
所
管
す
る
「
広
河
原

　
　
　

山
荘
改
築
事
業
」
に
つ
い
て
、
実

施
設
計
等
の
業
務
委
託
料
は
、
国
土
交
通

省
が
定
め
る
基
準
で
算
定
し
た
金
額
よ
り

１
千
２
１
４
万
円
あ
ま
り
高
い
と
思
わ
れ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
算
定
し
た
の
か
。

　
　
　

基
準
に
基
づ
い
て
算
定
し
て
い
る
が

　
　
　

建
築
場
所
が
山
で
あ
り
、
自
然
的
な

要
件
が
あ
る
こ
と
、
保
安
林
指
定
な
ど
の
法

律
の
許
可
が
必
要
な
こ
と
、
検
討
委
員
会
の

意
見
を
十
分
反
映
す
る
こ
と
な
ど
、
様
々
な

面
か
ら
市
が
検
証
し
、
設
計
金
額
を
算
定
し

た
。

○
水
道
給
水
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　

給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定
が
更

　
　
　

新
制
と
な
っ
た
理
由
は
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
は
一
度
許
可
を
受
け
れ
ば

　
　
　

延
々
と
続
い
て
い
た
が
、
倒
産
し
て

も
抹
消
さ
れ
な
い
な
ど
問
題
と
な
っ
て
い
た

た
め
、
５
年
間
の
更
新
制
と
な
っ
た
。

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
　
　

観
光
商
工
課
が
所
管
す
る
「
創
業
支

　
　
　

援
事
業
」
に
つ
い
て
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
の
育
成
や
販
路
拡
大
の
具
体
的
な
予
定
は
。

　

請
願
第
１
―

７
号
に
つ
い
て
は
、
起
立
採
決
の

結
果
、
賛
成
少
数
に
よ
り
不
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
条
例
案
、
補
正
予
算
案
、
決
算
認
定

案
に
つ
い
て
は
、
慎
重
審
査
し
た
結
果
、
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

整備されたグリーンロッジ（エコパ伊奈ヶ湖）

QＡQ

ＡQ Ａ Q

Ａ Q Ａ

QＡ

常任委員会  委員長報告

産業土木常任委員会

●委員長／斉藤 諭　●副委員長／三木 充
●委　員／花輪 幸長、清水 重仁、河野 木綿子、
　　　　　花輪 進、深澤 米男

●当委員会に付託された案件／21件

決  

算

　
　
　

耐
震
診
断
で
危
険
と
な
っ
て
い
る
の
な

　
　
　

ら
、生
命
を
守
る
た
め
に
も
シ
ェ
ル
タ
ー

の
設
置
を
勧
め
る
な
ど
の
危
険
回
避
を
促
し
て

も
ら
い
た
い
。

意
見QＡ

改築される予定の広河原山荘

条 

例
補  

正
予  

算



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

─  ７  ─

●代表質問

合併特例債の活用による負担軽減の総額は？
◇H30年度までの３ヵ年の集中整備期間で 94 億円、
　４年間では 106 億円を軽減できた。

幼保無償化  ３歳未満児も無償にする考えは？
◇国の制度に加え、まずは第２子の無償化を検討している。

高齢者への補聴器購入の補助を行なう考えは？
◇加齢性難聴者が増加傾向だが、
　現状では財政負担が大きく難しい。

幼
保
無
償
化
に
伴
う
諸
課
題

に
つ
い
て

　
　
　

市
長
は
、国
の
３
歳
以
上
の
無
料
化

　
　
　

を
受
け
、
３
歳
未
満
児
の
保
育
料
無

料
化
へ
の
検
討
を
行
う
と
述
べ
て
き
た
。
国

の
制
度
か
ら
外
れ
て
い
る
３
歳
未
満
児
の

保
育
料
無
料
化
の
実
施
に
向
け
た
市
の
考
え

は
。

　
　
　

国
は
、
10
月
か
ら
３
歳
以
上
の
保
育

　
　
　

所
、
認
定
こ
ど
も
園
、
お
よ
び
幼
稚

園
な
ど
を
利
用
す
る
児
童
の
保
育
料
を
無
償

化
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
世
帯
の
所
得
や
兄
弟

の
有
無
を
問
わ
ず
、
３
歳
以
上
児
は
全
て
無

償
化
の
対
象
と
な
る
。
国
の
制
度
か
ら
外
れ

る
３
歳
未
満
児
に
つ
い
て
保
育
料
を
全
て
無

償
化
し
た
場
合
、
入
所
者
数
の
か
な
り
の
増

加
が
想
定
さ
れ
、
財
源
の
確
保
や
各
施
設
の

受
け
入
れ
能
力
に
加
え
、
保
育
士
の
配
置
が

非
常
に
厳
し
い
も
の
に
な
る
。

　

そ
こ
で
ま
ず
、
保
育
料
の
半
額
を
徴
収
し

て
い
る
、
年
収
６
４
３
万
円
を
超
え
る
世
帯

の
第
２
子
を
、
無
償
化
と
し
た
場
合
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
。

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

　
　
　

補
聴
器
に
つ
い
て
は
、
聴
覚
障
が
い

　
　
　

者
お
よ
び
障
が
い
児
、
軽
度
・
中
度

の
難
聴
児
へ
の
補
助
制
度
が
あ
る
が
、
成
人

や
特
に
高
齢
者
の
難
聴
者
に
対
す
る
補
助
制

度
が
な
い
状
況
で
あ
る
。
認
知
症
予
防
の
点

か
ら
も
軽
度
・
中
度
の
難
聴
者
に
対
し
て
補

聴
器
購
入
の
補
助
を
行
な
う
考
え
は
。

　
　
　

本
市
で
も
高
齢
化
と
共
に
難
聴
者
が

　
　
　

増
え
る
傾
向
で
あ
る
。
補
聴
器
は
保

険
適
用
外
で
、
高
額
で
あ
る
た
め
、
利
用
者

の
負
担
は
決
し
て
軽
く
な
い
。
県
外
の
自
治

体
で
は
、
軽
度
・
中
度
難
聴
高
齢
者
に
対
し

て
支
援
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
現
状
で

は
、
市
の
単
独
事
業
と
な
り
、
財
政
負
担
も

大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
難
し
い
。

市
の
財
政
に
つ
い
て

　
　
　

市
は
合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
平
成 

　
　
　

30
年
度
ま
で
の
集
中
整
備
に
よ
っ

て
、
将
来
負
担
を
軽
減
で
き
た
と
の
こ
と

だ
が
、
負
担
軽
減
の
総
額
は
い
く
ら
に
な

る
の
か
。

　
　
　

合
併
特
例
債
は
、
返
済
額
の
70
％
を

　
　
　

国
が
財
源
保
障
す
る
大
変
有
利
な
地

方
債
で
あ
る
。
合
併
特
例
債
の
発
行
期
限
は
、

当
時
は
平
成
30
年
度
ま
で
の
期
間
と
決
め
ら

れ
て
い
た
た
め
、
活
用
期
限
後
に
整
備
す
る

と
、
市
の
財
政
負
担
が
増
大
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま

で
の
３
年
間
、
公
共
施
設
の
適
正
配
置
と
老

朽
化
対
策
な
ど
の
集
中
整
備
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

　

こ
の
３
ヵ
年
の
集
中
整
備
の
事
業
費
の
総

額
は
、
１
６
８
億
円
だ
が
、
合
併
特
例
債
を

活
用
し
た
こ
と
で
、
市
の
実
質
負
担
額
は
、

54
億
円
と
な
る
。

　

一
方
、
合
併
特
例
債
を
活
用
し
な
か
っ
た

場
合
は
、
市
の
実
質
負
担
額
は
１
４
８
億
円

と
な
る
の
で
、
３
年
間
で
総
額
94
億
円
を
軽

減
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

市
長
の
任
期
で
あ
っ
た
、
平
成
27
年
度
か

ら
の
４
年
間
で
見
る
と
、
１
０
６
億
円
軽
減

が
で
き
た
計
算
と
な
る
。

　 名取 泰 議員
（日本共産党南アルプス市議団）

討議の
焦 点

Ａ Q

ＡQ

Ａ

Q
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学
校
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

に
つ
い
て

　
　
　

市
の
課
題
は
。

　
　
　

ハ
ー
ド
面
で
は
普
通
教
室
内
で
児
童

　
　
　

生
徒
全
員
が
、
同
時
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
参
加
で
き
る
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
、
そ

の
情
報
を
共
有
で
き
る
大
型
提
示
装
置
の
配

備
な
ど
が
あ
り
、
ソ
フ
ト
面
で
は
、
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
の
導
入
な
ど
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
環
境
を
十
分

に
活
用
す
る
た
め
、
教
職
員

の
知
識
や
技
能
の
さ
ら
な
る

向
上
も
大
き
な
課
題
の
ひ
と

つ
と
考
え
る
。

　
　
　

文
部
科
学
省
が
教
育 

　
　
　

の
Ｉ
Ｔ
化
に
向
け
た

環
境
整
備
に
必
要
な
予
算
措

置
を
講
じ
て
い
る
が
、
交
付

さ
れ
た
通
り
に
学
校
教
育
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の
た
め
に

使
わ
れ
た
の
か
。

　
　
　

こ
の
財
政
措
置
は
、

　
　
　

普
通
交
付
税
の
基
準

財
政
需
要
額
に
算
入
さ
れ
る

も
の
で
、
基
準
財
政
需
要

額
が
そ
の
ま
ま
交
付
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
が
、
平

成
25
年
度
か
ら
７
年
間
で
、

費
な
ど
が
多
岐
に
わ
た
る
の
で
、
財
政
当
局

と
協
議
を
し
て
い
る
。

広
河
原
山
荘
新
築
工
事
に
見
る

市
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
す
る

考
え
は

　
　
　

広
河
原
山
荘
新
築
工
事
の
平
面
図
、

　
　
　

配
置
図
を
見
る
と
、
多
目
的
ト
イ
レ

が
１
つ
も
見
当
た
ら
な
い
が
、
ど
う
い
う
考

え
か
ら
か
。

　
　
　

移
転
予
定
地
は
、
標
高
１
千
５
百
ｍ

　
　
　

級
の
山
岳
エ
リ
ア
で
、
自
然
保
全
の

た
め
に
も
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
最
小
限
に
留

め
て
い
る
。
ま
た
、
隣
接
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
多
目
的
ト
イ
レ
が
設
置

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
、
限
ら
れ
た
ス

ペ
ー
ス
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
、
難
し
い

と
判
断
し
た
。

　
　
　

障
が
い
者
も
、
健
常
者
と
変
わ
ら
な

　
　
　

い
活
躍
が
で
き
る
機
会
が
増
え
て
い

る
昨
今
、
市
が
新
築
す
る
施
設
に
、
多
目
的

ト
イ
レ
を
作
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
い
か
が

な
も
の
か
。
広
河
原
山
荘
へ
の
多
目
的
ト
イ

レ
設
置
を
強
く
提
案
す
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　
　
　

躯
体
の
工
事
は
、
令
和
２
年
度
４
月

　
　
　

以
降
と
な
る
の
で
、
多
目
的
ト
イ
レ

の
設
置
お
よ
び
出
入
口
の
ス
ロ
ー
プ
化
に
つ

い
て
、
設
計
工
事
関
係
者
と
施
工
方
法
や
経

費
な
ど
に
つ
い
て
、
再
検
討
す
る
。

５
億
５
千
万
円
を
教
育
情
報
化
関
連
経
費
と

し
て
執
行
し
て
い
る
。

　
　
　

新
学
習
指
導
要
領
に
よ
り
、
令
和
２

　
　
　

年
か
ら
小
学
校
、
令
和
３
年
か
ら
中

学
校
で
も
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
導
入
さ

れ
る
に
当
た
り
、
喫
緊
の
課
題
と
な
る
環
境

整
備
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
学
習
を
可
能
に

　
　
　

す
る
た
め
の
ハ
ー
ド
面
を
計
画
的
に

整
備
す
る
ほ
か
、
関
連
備
品
や
校
務
支
援
経

　 中込 恵子 議員
（新生かがやき）

討議の
焦 点

Ａ Q

Ａ QＡQ

タブレット PCを活用した授業のようす

学校教育の ICT 環境整備を進める中、市の課題は？
◇超高速ネットワーク環境、電子黒板、デジタル教科書整備と教職員の知識・
　技能向上も大きな課題のひとつ。

新築する広河原山荘のバリアフリー対応は？
◇多目的トイレの設置と出入り口のスロープ化を
　設計工事関係者と再検討する。

Ａ Q

Ａ Q
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市
長
２
期
目
の

農
業
施
策
に
つ
い
て

　
　
　

２
期
目
の
農
業
施
策
に
つ
い
て
市
長

　
　
　

の
考
え
は
。

　
　
　

農
業
は
本
市
の
重
要
な
基
幹
産
業

　
　
　

の
一
つ
で
あ
る
と
、
十
分
認
識
し

て
い
る
。

　

２
期
目
の
公
約
の
「
豊
か
で
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
取
り
組
み
と
し
て

「
特
産
品
の
販
売
促
進
と
外
国
人
観
光
客
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
観
光
振
興
」
を
実
施
し

て
い
く
。

　

市
の
農
業
施
策
と
し
て
、
特
に
「
特
産
品

の
販
売
促
進
」
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

本
市
の
四
季
折
々
の
農
産
物
の
魅
力
を
、
首

都
圏
・
関
西
圏
に
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
生
産

量
・
販
売
額
の
増
加
、
並
び
に
観
光
振
興
に

つ
な
が
る
よ
う
、
現
在
推
進
し
て
い
る
「
農

業
振
興
支
援
施
策
」
を
積
極
的
に
推
進
し
、

農
業
振
興
を
図
っ
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と

農
業
振
興
施
策
に
つ
い
て

　
　
　

全
体
の
収
支
状
況
に
つ
い
て
平
成
30

　
　
　

年
度
の
寄
付
金
額
は
約
７
億
円
、
経

費
は
約
２
億
円
と
新
聞
発
表
さ
れ
た
が
、
本

市
の
市
民
が
他
市
へ
寄
付
し
た
場
合
の
市
民

税
の
減
額
も
考
え
ら
れ
る
。
市
と
し
て
の
収

支
金
額
は
。

　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
納
税
者
が

　
　
　

応
援
し
た
い
自
治
体
を
選
ん
で
寄
付

を
行
う
制
度
で
あ
る
。

　

本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
特
徴
は
、

返
礼
品
の
多
く
が
特
産
の
果
実
で
あ
る
た

め
、「
先
行
予
約
制
」
を
取
り
入
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

寄
付
金
額
に
対
す
る
「
住
民
税
控
除
」
は
、

寄
付
し
た
翌
年
度
に
反
映
さ
れ
、
さ
ら
に
、

住
民
税
控
除
額
に
対
す
る
普
通
交
付
税
へ
の

算
入
は
、
そ
の
翌
年
度
に
な
る
。

　

従
っ
て
、
当
該
寄
付
金
の
実
質
収
支
と
、

単
年
度
の
決
算
額
と
で
は
、
一
致
す
る
も
の

で
は
な
い
が
、
平
成
30
年
度
の
寄
付
金
は
約

７
憶
４
千
万
円
で
あ
り
、
経
費
総
額
が
約
２

憶
４
千
万
円
、
他
市
へ
の
寄
付
金
約
４
千
万

円
で
あ
る
た
め
、
約
４
憶
６
千
万
円
の
プ
ラ

ス
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
内
容
か
ら
、 

農
業

　
　
　

振
興
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る

が
市
の
考
え
は
。

　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
は
シ
ャ
イ

　
　
　

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
が
全
体
の
約
８
割
弱

を
占
め
て
い
る
。
食
味
や
食
べ
や
す
さ
が
受

け
、
高
収
入
に
も
つ
な
が
り
、
栽
培
面
積
も

増
加
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
は
値
崩
れ
や
、
四
季
折
々

の
果
実
が
楽
し
め
る
と
い
う
、
本
市
農
業
の

　 花輪 幸長 議員
（躍進会）

討議の
焦 点

Ａ Q

特
色
が
失
わ
れ
る
懸
念
も
あ
る
の
で
、
Ｊ
Ａ

南
ア
ル
プ
ス
市
と
十
分
に
連
携
・
協
議
し
、

さ
ら
な
る
農
業
振
興
策
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
る
。

■
関
連
し
た
そ
の
他
の
質
問
■

〇
農
業
用
棚
施
設
へ
の
助
成
は
？

Q

ＡＡ Q

ふるさと納税の返礼品として扱っている市の特産品（市 HP より）

市長２期目の農業施策は？
◇農業振興施策を継続実施し、外国人観光客をターゲットに
　 観光施策を強化する。

ふるさと納税の現状と農業振興策は？
◇ふるさと納税はシャインマスカット人気で順調に推移、
　農業振興策はＪＡ南アルプス市と連携強化する。



約
の
上
、
約
１
３
０
万
円
で
執
行
済
み
だ
が

議
会
軽
視
に
な
ら
な
い
か
。

　
　
　

議
会
軽
視
に
当
た
ら
な
い
。

　
　
　

広
河
原
山
荘
の
実
施
設
計
委
託
料
は

　
　
　

契
約
額
が
３
千
６
０
０
万
円
に
も
及

ん
で
い
る
。
実
施
設
計
費
の
他
に
各
種
許
認

可
申
請
に
関
す
る
作
成
費
が
４
６
０
万
円
ほ

ど
含
ま
れ
て
お
り
、
実
施
設
計
費
は
差
し
引

き
３
千
１
４
０
万
円
に
な
る
。
算
定
根
拠
で

あ
る
国
土
交
通
省
告
示
第
15
号
に
よ
り
、
私

が
改
め
て
算
定
し
た
結
果
、
委
託
料
は
約

２
千
１
９
０
万
円
に
な
る
。
こ
の
差
額
、
約

１
千
万
円
は
、
余
計
に
支
払
わ
れ
た
こ
と
に

広
河
原
山
荘
新
築
事
業

に
つ
い
て

　
　
　

基
本
計
画
は
広
河
原
山
荘
活
用
検
討

　
　
　

委
員
会
の
要
望
を
単
に
箇
条
書
き
し

た
に
す
ぎ
ず
、
実
施
設
計
前
に
整
理
す
べ
き

基
本
的
事
項
が
何
一
つ
検
討
、
検
証
さ
れ
て

い
な
い
が
、
基
本
計
画
に
問
題
は
な
い
か
。

　
　
　

問
題
が
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　

広
河
原
山
荘
改
築
の
緊
急
性
や
必
要

　
　
　

性
を
た
だ
す
、
建
物
の
耐
力
度
調
査

等
の
技
術
的
知
見
に
基
づ
く
根
拠
が
基
本
計

画
で
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
改
築
の
客
観

的
な
緊
急
性
の
根
拠
が

あ
る
の
か
。

　
　
　

築
35
年
経
過
し

　
　
　

耐
震
性
を
考
え

て
新
築
と
し
た
。

　
　
　

県
下
の
市
町
村

　
　
　

で
、
物
価
値
上

が
り
の
た
め
の
イ
ン
フ

レ
ス
ラ
イ
ド
条
項
の
適

用
が
な
い
中
で
入
札
不

調
は
、
何
が
原
因
か
。

　
　
　

物
価
上
昇
が
入

　
　
　

札
不
調
の
原
因

で
あ
る
。

　
　
　

再
入
札
用
実
施

　
　
　

設
計
内
訳
書
作

成
業
務
委
託
は
随
意
契

─  10  ─
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な
ら
な
い
か
。

　
　
　

自
然
公
園
法
等
に
基
づ
く
各
種
許
認

　
　
　

可
申
請
業
務
は
、
難
易
度
の
高
い
申

請
事
務
で
、
設
計
内
容
の
変
更
も
そ
の
都
度

必
要
の
た
め
設
計
料
が
高
額
に
な
っ
た
。

　
　
　

競
争
入
札
の
基
本
設
計
は
低
価
格
で

　
　
　

随
意
契
約
の
実
施
設
計
等
は
、
国
が

示
す
業
務
委
託
料
よ
り
高
く
設
定
さ
れ
て
い

る
。
信
頼
性
の
観
点
か
ら
問
題
が
な
い
か
。

　
　
　

地
理
的
条
件
や
労
務
単
価
等
の
値
上

　
　
　

が
り
が
原
因
で
あ
る
。

　
　
　

設
計
与
条
件
で
工
事
費
を
５
億
円
以

　
　
　

内
に
す
る
と
市
長
が
決
裁
し
た
が
、

５
億
円
以
内
と
す
る
経
済
設
計
の
努
力
は
し

た
か
。

　
　
　

検
討
を
し
た
が
、
仕
様
を
変
え
ず
に

　
　
　

人
件
費
の
高
騰
や
消
費
税
な
ど
で
超

え
た
。

庁
舎
建
設
事
業
の

歳
入
欠
陥
に
つ
い
て

　
　
　

市
債
歳
入
欠
陥
は
、
そ
の
他
工
事
が

　
　
　

未
契
約
の
た
め
、
合
併
特
例
債
か
ら

一
般
財
源
に
振
り
替
え
た
が
、
出
納
閉
鎖
準

備
期
間
か
ら
１
年
遡
り
契
約
に
あ
る
が
本
市

の
財
務
規
則
は
遡
り
契
約
を
許
容
し
て
い
る

の
か
。

　
　
　

財
務
規
則
は
、
相
手
方
が
決
定
し
て

　
　
　

か
ら
速
や
か
に
契
約
書
を
作
成
す
る

規
定
に
あ
り
不
適
切
で
あ
っ
た
。

　 矢﨑 俊秀 議員
（未来創政の会）

討議の
焦 点

Ａ QＡ Q

広河原山荘の内観完成予想図

広河原山荘の建築設計費は、随意契約にも拘らず国が定め
た基準より大幅に高額である。自然公園法等の各種申請業
務も含まれているが１千万円も高額になった原因は何か？
◇自然公園法に基づく各種申請は、難易度が高く委託料が高額になった。

Ａ QQ

Ａ

Ａ

Q

Ａ QＡ QＡ Q
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●代表質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

添
っ
た
具
体
的
な
支
援
を
考
え
て
い
く
。

　
　
　

南
ア
ル
プ
ス
観
光
の
目
玉
づ
く
り
と

　
　
　

し
て
、「
夜
叉
神
峠
」
や
「
樺
平
」

周
辺
に
モ
ノ
レ
ー
ル
、
ト
ロ
ッ
コ
等
の
設
置

が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　
　

南
ア
ル
プ
ス
観
光
の
発
展
に
有
効
な

　
　
　

施
設
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
経
済
性

や
持
続
性
、各
種
許
認
可
、環
境
面
な
ど
様
々

な
課
題
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
山
梨
県
等
と

協
議
す
る
中
で
具
体
的
な
調
査
研
究
を
行
っ

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
市
の
観
光
計
画
を
見

直
す
中
で
、
モ
ノ
レ
ー
ル
等
軌
道
系
施
設
の

整
備
を
位
置
付
け
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
、

夜
叉
神
峠
ま
で
の
林
道
を
県
道
に
格
上
げ
す

る
よ
う
県
に
要
望
し
て
い
く
こ
と
を
検
討
し

て
い
く
。

い
る
。
市
の
重
要
施
策
で
あ
る
男
女
共
同
参

画
の
推
進
が
一
向
に
進
ん
で
い
な
い
の
は
、

こ
の
よ
う
な
市
の
姿
勢
に
も
問
題
が
あ
る
と

思
う
。
今
回
の
見
直
し
で
施
策
に
戻
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

　
　
　

次
に
開
催
さ
れ
る
市
総
合
計
画
審
議

　
　
　

会
に
お
い
て
今
の
意
見
を
説
明
し
、

協
議
・
検
討
し
て
い
く
。

南
ア
ル
プ
ス
観
光
に
対
す
る

市
の
姿
勢
と
取
り
組
み

　
　
　

山
梨
県
は
こ
の
程
「
南
ア
ル
プ
ス
観

　
　
　

光
活
用
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

今
年
度
中
に
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す

る
こ
と
を
決
め
て
い
る
。
市
は
、
県
の
取
り

組
み
を
踏
ま
え
て
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
臨
む

の
か
。

　
　
　

県
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
あ
た
っ

　
　
　

て
は
、
本
市
の
進
む
べ
き
方
向
性
や

課
題
な
ど
を
積
極
的
に
提
言
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
本
市
の
観
光
資
源
を
磨
き
上
げ
、

高
い
付
加
価
値
を
生
み
出
す
観
光
を
強
く
推

進
し
て
い
く
。

　
　
　

現
在
、
南
ア
ル
プ
ス
観
光
の
活
性
化

　
　
　

の
た
め
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
民

間
団
体
等
に
対
し
て
、
補
助
金
以
外
に
も
積

極
的
に
支
援
し
て
行
く
べ
き
と
思
う
が
。

　
　
　

積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
民
間
団
体

　
　
　

等
に
対
し
て
は
、
実
質
的
な
意
見
を

聞
き
役
割
を
協
議
す
る
中
で
活
動
に
寄
り

第
２
次
南
ア
ル
プ
ス
市

総
合
計
画
に
つ
い
て

　
　
　

第
２
次
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画

　
　
　

の
概
要
と
目
的
は
。

　
　
　

平
成
27
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で

　
　
　

の
第
２
次
総
合
計
画
は
、
５
年
毎
に

前
期
・
後
期
に
分
け
中
間
期
に
必
要
な
見
直

し
を
行
う
。
今
年
度
が
そ
の
見
直
し
の
時
期

に
当
た
り
、
５
つ
の
政
策
は
変
更
し
な
い
が
、

政
策
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て

は
、
社
会
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
て
前
期

の
23
施
策
か
ら
、
後
期
は
33
施
策
に
増
加
す

る
方
向
で
あ
る
。

　
　
　

施
策
体
系
は
最
も
重
要
で
あ
る
と
思

　
　
　

う
が
、
そ
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

市
で
は
、
施
策
の
主
管
課
長
と
関
係

　
　
　

す
る
課
長
等
と
施
策
の
目
的
や
達
成

度
に
加
え
、
今
後
の
社
会
情
勢
、
市
民
ニ
ー

ズ
等
を
踏
ま
え
後
期
５
年
計
画
に
適
し
た
施

策
体
系
と
す
る
た
め
協
議
・
検
討
を
重
ね
て

き
た
。
そ
の
結
果
、
23
施
策
か
ら
33
施
策
へ

の
見
直
し
を
原
案
と
し
、
現
在
、
市
総
合
計

画
審
議
会
に
諮
り
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　

議
論
が
足
り
な
い
部
分
が
あ
る
と
思

　
　
　

う
。
例
え
ば
、
第
１
次
総
合
計
画
に

は
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
「
男
女
共

同
参
画
推
進
」
が
、
第
２
次
総
合
計
画
で
は

施
策
で
は
な
く
事
業
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て

　 有野 一成 議員
（新政南アルプス）

討議の
焦 点

Ａ Q

Ａ Q

夜叉神峠

第２次総合計画の施策見直しの経過と内容は？
◇社会情勢等の変化により23 施策から33 施策に増やす方向である。

南アルプス観光に対する市の姿勢と取り組みは？
◇山梨県等と連携し観光資源を磨き上げ付加価値を生み出す観光を
　強く推進していく。

Ａ Q

Ａ

Q

Ａ QＡ Q
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本
市
に
は
、
多
く
の
自
然
と
ユ
ネ
ス

　
　
　

コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
い
う
強
み
が
あ

る
。
エ
コ
パ
ー
ク
の
理
念
に
合
致
し
た
取
り

組
み
を
活
用
す
る
こ
と
で
よ
り
多
く
の
関
係

人
口
の
創
出
が
可
能
と
考
え
る
が
、
市
の
所

見
は
。

　
　
　

ユ
ネ
ス
コ
が
認
め
た
唯
一
無
二
の
自

　
　
　

然
環
境
に
加
え
、
山
梨
県
の
支
援
体

制
の
整
備
や
、
中
部
横
断
自
動
車
道
の
全
線

開
通
な
ど
、
絶
好
の
機
会
を
迎
え
て
い
る
。

　

こ
の
好
機
を
逃
す
こ
と
な
く
、
山
梨
県
や

関
係
機
関
と
よ
り
密
接
に
連
携
す
る
中
で
、

定
住
人
口
の
増
加
と
関
係
人
口
の
創
出
に
つ

い
て
、
継
続
的
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

地
域
学
校
協
働
本
部
設
置
を
前
提
と

　
　
　

し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
単
位
で
、

ど
ん
な
取
り
組
み
か
ら
始
め
る
べ
き
と
考
え

る
の
か
。

　
　
　

地
域
学
校
協
働
本
部
を
設
置
す
る
場

　
　
　

合
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
の
設
置
状
況
を
十
分
に
踏
ま
え
な
が
ら

検
討
す
る
が
、
現
時
点
で
は
、
中
学
校
単
位

が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

関
係
人
口
の
創
出
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
　

現
在
、
あ
ら
ゆ
る
自
治
体
が
人
口
増

　
　
　

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、「
定

住
人
口
」
や
「
観
光
人
口
」
に
と
ら
わ
れ
な

い
「
関
係
人
口
」
増
加
の
取
り
組
み
が
、
今

後
の
本
市
に
は
有
効
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
は
。

　
　
　

関
係
人
口
は
、
都
市
部
に
住
み
な
が

　
　
　

ら
特
定
の
地
域
に
対
し
、
短
期
滞
在

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
特
産
品
購
入
な
ど
、

様
々
な
形
で
継
続
的
に
関
わ
る
、
言
う
な
れ

ば
「
観
光
以
上
、
移
住
未
満
」
の
方
々
と
捉

え
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
一
時
的
な
交
流
の
観
光
客
よ

り
も
、
さ
ら
に
地
域
に
深
く
関
わ
る
中
で
、

地
域
振
興
へ
の
貢
献
度
も
期
待
で
き
る
こ
と

か
ら
、
大
変
興
味
深
い
も
の
だ
と
考
え
て
い

る
。

地
域
学
校
協
働
活
動
に

つ
い
て

　
　
　

文
科
省
が
推
進
し
て
い
る
地
域
学
校

　
　
　

協
働
活
動
は
、
学
校
教
育
に
も
、
地

域
に
と
っ
て
も
、
互
い
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る

活
動
と
考
え
る
が
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
は
。

　
　
　

地
域
学
校
協
働
活
動
は
、
地
域
全
体

　
　
　

で
子
ど
も
た
ち
の
学
び
や
成
長
を
支

え
る
と
と
も
に
、「
学
校
を
核
と
し
た
地
域

づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、地
域
と
学
校
が
パ
ー

ト
ナ
ー
と
な
り
連
携
・
協
働
し
て
行
う
様
々

な
活
動
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

全
国
で
は
、
都
市
部
を
中
心
に
実
施
し
て

い
る
地
域
も
あ
る
が
、
県
内
の
市
町
村
に
お

い
て
は
、
事
業
の
母
体
と
な
る
地
域
学
校
協

働
本
部
を
設
置
し
た
事
例
は
な
い
。

　

一
方
で
、
国
は
地
域
と
学
校
の
連
携
・
協

働
体
制
を
構
築
す
る
、
学
校
運
営
協
議
会
制

度
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
の
設
置

を
教
育
委
員
会
に
努
力
義
務
と
し
て
課
し
て

お
り
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
県
内
で
も
い
く
つ
か
の
事
例
が

あ
る
。

　

両
者
を
整
理
し
た
上
で
、
よ
り
効
果
的
な

地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働
を
深
め
、
地
域

全
体
で
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
学
び
や

成
長
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ

う
、
研
究
を
進
め
た
い
。

　 小池  伸吾 議員
（公明党）

討議の
焦 点

Ａ Q

Ａ QQＡ

Ａ Q

地域学校協働活動について市の考えは？
◇コミュニティ・スクールと地域学校協働活動両面からの推進を図りたい。

関係人口増加の取り組みを求めるが市の見解は？
◇定住人口の増加と関係人口の創出について継続的に検討する。

関係人口の増加につながるボランティア団体の活動
（南アルプスマウンテンバイク愛好会）
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●一般質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

を
踏
ま
え
、
事
業
の
継
続
と
拡
大
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
、
市
の
所
見
は
。

　
　
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
総
合
支
援
事
業
は

　
　
　

毎
年
度
利
用
者
が
上
限
に
達
し
て
お

り
、
本
年
度
も
、
七
月
末
を
も
っ
て
、
予
定
し

て
い
た
60
件
に
達
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
は
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

の
他
、
11
件
の
空
き
家
住
宅
の
解
体
に
も
活
用

さ
れ
て
お
り
、
空
き
家
対
策
に
も
寄
与
し
て
い

る
と
捉
え
て
い
る
。　

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
次
年
度
以
降

も
継
続
し
て
事
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
、
現
在
、

協
議
を
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

の
み
と
な
っ
て
い
る
。
相
続
関
係
人
の
事
情
を

勘
案
し
な
が
ら
、
早
期
に
手
続
き
が
出
来
る
よ

う
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
。

入
札
に
つ
い
て

　
　
　

広
河
原
山
荘
の
入
札
は
南
ア
ル
プ
ス
市

　
　
　

一
般
競
争
入
札
心
得
を
履
行
し
た
か
。

　
　
　

広
河
原
山
荘
新
築
工
事
の
入
札
に
つ
い

　
　
　

て
は
、
事
後
審
査
型
条
件
付
一
般
競
争

入
札
で
実
施
し
て
お
り
、
本
市
の
一
般
競
争
入

札
心
得
に
基
づ
き
履
行
し
て
い
る
。

新
産
業
拠
点
整
備
に
つ
い
て

　
　
　

地
権
者
の
承
諾
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　

地
権
者
の
事
前
同
意
書
の
取
得
状
況
は
、

　
　
　

現
在
99
％
の
同
意
を
得
、
相
続
手
続
き

の
関
係
で
時
間
を
要
す
る
一
部
の
案
件
を
残
す

一般競争入札
新産業拠点整備

小林  敏徳 議員
（新生かがやき）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

　
　
　

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
活
性
化
に
つ

　
　
　

な
が
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
、
改
修

に
つ
い
て
、
市
の
所
見
は
。

　
　
　

陸
上
競
技

　
　
　

場
は
、
利

用
者
の
競
技
意
欲

を
高
め
る
た
め
、

日
本
陸
上
競
技
連

盟
に
よ
る
三
種
公

認
を
取
得
・
継
続

し
、
競
技
人
口
の

拡
大
に
も
つ
な
げ

て
い
る
。

松野  昇平 議員
（日本共産党南アルプス市議団）

スポーツ振興
住宅リフォーム支援

質問の
主 題

質問の
主 題

　

野
球
場
は
、
防
球
ネ
ッ
ト
や
球
場
内
へ
の
緩

衝
ラ
バ
ー
な
ど
を
整
備
し
て
き
た
が
、
全
県
的

な
野
球
大
会
が
開
催
で
き
る
球
場
へ
の
改
修
要

望
に
つ
い
て
は
、
多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、
県
に
改
修
支
援
の
要
望
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
も
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
並
び
に
活
性
化

に
つ
な
が
る
よ
う
整
備
し
て
い
く
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
総
合
支
援
事
業
に

つ
い
て

　
　
　

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
は
、
い
ま
だ
多
く
の

　
　
　

需
要
が
あ
り
、
近
年
問
題
視
さ
れ
て
い

る
空
き
家
の
発
生
の
抑
制
に
も
つ
な
が
る
こ
と

Ａ Q Ａ

　
　
　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　

地
権
者
全
員
の
同
意
を
い
た
だ
け
れ
ば

　
　
　

ま
ず
は
参
入
企
業
へ
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
、

土
地
利
用
の
考
え
方
を
踏
ま
え
た
募
集
要
項
を

策
定
し
、
企
業
誘
致
、
企
業
選
定
と
進
め
る
予

定
で
あ
る
。
参
入
企
業
が
決
ま
れ
ば
、
事
業
計

画
に
合
わ
せ
た
造
成
工
事
お
よ
び
文
化
財
保
護

法
に
基
づ
く
措
置
を
実
施
し
た
後
、
企
業
が
店

舗
な
ど
の
建
築
や
外
構
を
整
備
し
、
開
業
と
な

る
。

　

な
お
、
事
業
の
実
現
性
が
確
認
さ
れ
た
時
点

で
、
用
地
の
安
定
性
確
保
の
た
め
、
市
が
事
業

用
地
を
購
入
す
る
考
え
で
あ
る
。

Q

Q

Q

ＡＡ

完熟農園（R1.10 月撮影）

日世 南アルプススタジアム（陸上競技場）

Ａ Q
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

防災対応
主権者教育

櫻田  力 議員
（未来創政の会）

野中  國幹 議員
（躍進会）

危険運転防止対策

質問の
主 題

質問の
主 題

計
画
の
内
容
は
。

　
　
　

令
和
元
年
度
以
降
の
「
第
２
次
防
災
備

　
　
　

蓄
計
画
」
で
は
、
指
定
避
難
所
と
し
て

い
る
小
中
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
へ
の
備
蓄
を

考
慮
し
、
現
在
、
そ
の
整
備
内
容
や
経
費
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　

夏
休
み
防
災
ス
ク
ー
ル
開
催
時
に
、
複

　
　
　

数
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
か

ら
、「
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
な
い
」
と
聞

い
て
い
る
。
災
害
発
生
時
の
対
応
は
、
ど
の
よ

う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
対
応
策
を
定

　
　
　

め
て
い
る
が
、
調
査
で
職
員
が
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
知
ら
な
い
実
態
を
把
握
し
た
。
館
長
に

防
災
対
応
に
つ
い
て

　
　
　

平
成
26
年
か
ら
５
年
計
画
で
施
行
さ
れ

　
　
　

た
防
災
備
蓄
計
画
の
実
績
は
。

　
　
　
「
非
常
食
」
が
計
画
の
「
34
％
」
程
度
、

　
　
　
「
飲
料 

水
」
は
「
30
％
」 

で
、
備
蓄
計
画

数
量
を
充
足
し

て
い
な
い
状
況

で
あ
る
。

　
　
　

令
和
元

　
　
　

年
度
以

降
の
防
災
備
蓄

　
　
　

昨
今
、
危
険
な
「
あ
お
り
運
転
」
が
社

　
　
　

会
問
題
化
さ
れ
て
い
る
が
、
被
害
者
の

立
証
を
確
保
す
る
に
は
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
装
置
の
設
置
費

に
つ
い
て
、
市
の
助
成
は
。

　
　
　

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
、
事
故
原
因

　
　
　

の
追
究
を
早
急
か
つ
的
確
に
認
識
で
き

る
最
大
の
効
果
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
提
案
の
設
置
補
助
制
度
創
設
に
つ
い
て
は

他
の
自
治
体
の
状
況
を
調
査
す
る
中
で
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

近
年
、
特
に
発
生
が
多
い
高
齢
者
の
車

　
　
　

両
事
故
の
中
で
、
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ

ル
の
踏
み
間
違
い
が
原
因
で
大
事
故
と
な
る
事

例
が
目
を
引
く
。
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
対
策
と

し
て
、
急
発
進
防
止
装
置
が
あ
る
。
こ
の
装
置

を
設
置
し
た
場
合
、
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

考
え
は
。

　
　
　

車
で
の
移
動
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
本

　
　
　

市
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
に
と
っ
て
も

車
を
手
放
せ
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
急
発
進

防
止
装
置
は
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
の
踏
み
間

違
い
な
ど
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
装
置
で

あ
り
、
交
通
事
故
の
削
減
に
有
効
な
装
置
で
あ

る
。
近
い
将
来
、
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
な

ど
の
装
置
が
義
務
化
さ
れ
て
く
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
の
で
、
今
後
、
国
・
県
等
の
動
向
を
注

視
し
て
い
く
。

Ａ Q

Ａ Q

命
じ
て
、
全
て
の
職
員
が
目
を
通
す
よ
う
に
し

て
、
安
全
管
理
に
努
め
る
。

主
権
者
教
育
に
つ
い
て

　
　
　

主
権
者
教
育
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

　
　
　

ま
で
あ
ら
ゆ
る
年
代
を
通
じ
て
、
社
会

に
参
加
し
、
自
ら
考
え
、
自
ら
判
断
す
る
力
を

持
っ
た
主
権
者
を
つ
く
る
た
め
に
必
要
な
教
育

で
あ
る
。
行
政
や
学
校
、
地
域
な
ど
が
一
体
と

な
っ
た
総
合
的
な
主
権
者
教
育
の
実
施
を
目
指

す
考
え
は
。

　
　
　

学
校
や
家
庭
、
自
治
会
な
ど
が
連
携
・

　
　
　

協
働
し
、
社
会
全
体
で
取
り
組
め
る
よ

う
な
施
策
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

Q

Ａ

車に設置されたドライブレコーダー防災備蓄倉庫（櫛形総合公園内）

Ａ

Q

ＡQＡ

Q
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■
関
連
し
た
そ
の
他
の
質
問
■

○
文
化
財
と
は

○
歴
史
と
文
化
財
の
関
係

○
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
文
化
財
の
関
連

○
教
育
面
で
の
活
用
事
例

○
観
光
面
で
の
活
用
事
例

○
文
化
財
活
用
の
方
法

○
文
化
財
活
用
に
お
け
る
課
題

○
教
育
振
興
プ
ラ
ン
に
お
け
る
課
題

○
ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館
は
拠
点
と
し
て
は
狭

　
す
ぎ
る

○
矢
崎
家
の
改
修

○
地
域
で
の
伝
統
的
な
祭
に
補
助
金
を

期
日
前
投
票
の
簡
素
化
に
つ
い
て

　
　
　

昨
今
の
投
票
率
の
低
下
を
鑑
み
、
投
票

　
　
　

率
を
向
上
す
る
た
め
に
も
期
日
前
投
票

の
簡
素
化
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
は
が
き
に
よ
る
投
票
入
場
券
の
裏

面
に
宣
誓
書
を
掲
載
し
、
期
日
前
投
票
所
で
の

記
入
を
省
略
で
き
る
期
日
前
投
票
の
簡
素
化
を

推
進
す
る
よ
う
求
め
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　
　
　

期
日
前
投
票
は
、
平
成
15
年
に
施
行
さ 

　
　
　

れ
て
以
来
、
増
加
し
て
お
り
、
今
年
の

参
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
は
、
全
投
票
者
の

約
34
％
の
方
が
期
日
前
で
投
票
し
て
い
る
。

　

投
票
入
場
券
の
裏
面
に
「
宣
誓
書
」
を
掲
載

す
る
提
案
は
、
期
日
前
投
票
所
に
お
け
る
煩
わ

受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
つ
い
て

　
　
　

平
成
30
年
７
月
に
健
康
増
進
法
の
一
部

　
　
　

を
改
正
す
る
法
律
が
成
立
し
、
令
和
２

年
４
月
か
ら
全
面
施
行
さ
れ
る
。
こ
の
望
ま
な

い
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
取
り
組
み
が
、
マ
ナ
ー

か
ら
ル
ー
ル
へ
と
変
わ
る
が
、
本
市
の
受
動
喫

煙
防
止
対
策
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
の
考

え
は
。

　
　
　

本
市
で
は
、
小
中
学
校
と
保
育
所
で
は
敷

　
　
　

地
内
禁
煙
、
本
庁
舎
や
消
防
署
、
企
業
局

で
は
、
特
定
屋
外
喫
煙
場
所
を
設
け
て
い
る
。

　

今
後
、
喫
煙
区
画
の
区
分
を
徹
底
し
、
施
設

利
用
者
が
受
動
喫
煙
す
る
こ
と
の
な
い
環
境
の

確
保
に
継
続
的
に
努
め
て
い
く
。

受動喫煙防止対策
期日前投票の簡素化

河野  木綿子 議員
（公明党）

「
故
き
を
温
ね
て
新
し
き
を
知
る
」

そ
の
た
め
に
は
活
用
が
必
要
で

そ
の
整
備
は
不
可
欠
で
あ
る
。

　
　
　

文
化
財
の
活
用
と
役
割
に
つ
い
て
の
基

　
　
　

本
的
考
え
お
よ
び
施
策
は
、
総
合
政
策

と
し
て
事
業
展
開
を
す
る
べ
き
で
、
そ
の
実
施

に
当
た
っ
て
地
域
協
力
を
得
る
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
。
ま
た
、
六
角
堂
の
修
繕
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。
保
存
の
た
め
の
保
存
活
用

地
域
計
画
は
策
定
す
る
の
か
。

　
　
　
「
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
」
や
、「
観
光

　
　
　

へ
の
活
用
」、「
ふ
る
さ
と
教
育
」
の
教

材
な
ど
、
次
世
代
へ
継
承
す
る
重
要
な
役
割
が

飯野  久 議員
（新政南アルプス）

文化財の活用と保存

質問の
主 題

質問の
主 題

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
身
近
に
あ
る
文
化
財
が

活
用
で
き
る
資
産
で
あ
り
そ
の
保
存
と
活
用
を

継
承
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
。

　

総
合
政
策
と
し
て
重
要
事
項
と
認
識
し
て
い

る
の
で
、
庁
内
連
携
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
。
ま
た
、
地
域
協
力
を
得
る
た
め
に
地
域
特

色
の
有
る
文
化
と
し
て
の
活
動
を
応
援
し
て
い

く
。
ま
た
、
六
角
堂
は
手
を
加
え
す
ぎ
て
い
る

の
で
文
化
財
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
が
、
切
子

の
祭
典
は
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
活
動
と
認

識
し
て
い
る
。
保
存
活
用
地
域
計
画
は
県
の
文

化
財
保
存
大
綱
策
定
を
受
け
て
策
定
す
る
考
え

で
あ
る
。

Ａ Q Ａ

し
い
手
続
き
の

簡
素
化
や
、
受

付
時
間
の
短
縮

に
も
繋
が
る
の

で
今
後
、
具
体

的
な
検
討
を
重

ね
、
次
回
執
行

の
選
挙
を
目
途

に
導
入
し
て
い

き
た
い
。

Q

Q

Ａ

裏面に宣誓書がついた投票入場券のイメージ

●一般質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■
そ
の
他
の
質
問
■

○
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

○
高
齢
者
の
安
全
・
安
心
な
自
動
車
運
転
の
あ

　
り
方
に
つ
い
て
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□□□□□□政 務 活 動 報 告

●日本共産党南アルプス市議団
●会派のメンバー　代表：名取 泰
　　　　　　　　　　　   松野 昇平

◎研修報告
【会　場】東京都千代田区  全国町村議員会館

【研修日】令和元年８月８日（木）

【講義名】地方議員セミナー：「無償化」規制緩和策の
　　　       影響と自治体の保育・学童保育行政

【講義内容】「幼保無償化・規制緩和策の影響と自治体 
　　　　　    の保育・学童保育行政」
　東京都千代田区の全国町村議員会館に全国から約
100 名の地方議員が参加し、保育研究所主催の以下の
ような講義を受講した。

１ 入門講座「子ども・子育て支援新制度の基本」
　入門講座では、2015 年度から実施された子ども・
子育て支援新制度について、導入前後の動静と新制度
の概要が説明された。また、就学前段階における公的
財政支出の国際比較では、日本が OECD 平均の 6 分の
１ほどしかないなどの資料も示された。

２ 講義①「幼保無償化と自治体の課題」
　無償化と自治体の課題では、対象が３歳以上児に限
定されたことや幼稚園では無償化にならない部分が発
生すること、給食食材費（副食費）の実費徴収、認可
外施設の参入が強まることなど、その課題について説
明された。

３ 報告①「認可外保育施設を無償化対象にする影響」
　 報告②「幼保無償化と食材費問題」
　 報告③「先行自治体の状況～単独補助や条例化など」
　各分野の報告①では、待機児童解消の方策として、
国が認可外保育施設の参入を促すために、補助対象を
拡大する動きに対して、子どもの安全確保の観点から
注意が必要であることが指摘された。
　報告②では副食費の実費徴収に伴い、各施設での徴
収事務負担の増加や滞納の場合の対応をはじめ、市が
利用調整を図っている保育所であっても、施設ごとに
金額が異なってくるなど懸念される課題が示された。
　報告③では、副食費についても単独補助で無償化や
軽減を行なっている自治体の例が紹介された。

４ 講義②「学童保育（放課後児童クラブ）の状況と課題」
　学童保育の状況と課題では、指導員の設置基準が緩
和されたもとでの問題点や、学童保育においても待機
児童が発生していること、民間委託や企業参入が増加
しているなど新たな課題も指摘された。

【総　括】
　幼保無償化は子どもたちに平等に保育の機会をつく
ることや、保護者の就労を支援する上でも有効である
が、多くの問題を含んでスタートしていることも事実
である。引き続き制度の内容を深めるとともに、今後、
実際に発生する問題については、保育現場の実情をよ
くつかみ、解決していくことが重要になると考える。
会派として今回の研修内容をもとに、議会質問などを
通して、その方策を提案していきたい。

セミナーのようす



●新政南アルプス
●会派のメンバー　代表：村松 三千雄
　　　　　　　　            清水 重仁、飯野 久
　　　　　　　　　　 　  有野 一成、三木 充
　　　　　　　　　　　　　

【視察先】富山県小矢部市

【視察日】令和元年９月 30 日（月）
【視察の内容】

「おやべ型１％まちづくり事業」について
　地域の活性化や特色あるまちづくりの推進を目的と
して、市民自らが考え、みんなで一緒に行動する「お
やべ型１％まちづくり事業」とし、個人市民税の１
% に相当する額を財源に、各自治会、ボランティア・
NPO 団体、各種団体に対し、年間 30 万円から 15 万
円程度の補助金で応援する事業である。内容は「イベ
ント参加、花壇造成、除草、防犯みまもり隊」が、ほ
とんどを占めている。平成 21 年度から開始し令和元
年は１千４百万円の予算額で 83 件の事業を展開して
いる。

【総　括】
小矢部市には、自治会・ボランティア団体等への運

営補助の仕組みが以前から無いことから、当事業にお
いても『賃金などの人件費、請負工事費』などは補助
対象にしていないとのことである。
　事業目的や運営内容は評価でき見習うところがあ
り、本市も補助手法の違いはあるものの同様な事業を
自治会等で実施していることから、今後、事業内容を
分析しつつ提言等を行っていきたい。　

─  17  ─

□□□□□□政 務 活 動 報 告

【視察先】富山県滑川市  

【視察日】令和元年 10 月１日（火）
【視察の内容】

「議会改革への取り組み」について
　滑川市議会は、近年の市議会議員選挙において無
投票当選が２度あり、さらに議員の不祥事等により
議会への不信感、投票率の低下、議員の後継者不足
に危機を感じ、議員自ら襟を正す意味も含め改革に
動く。
　情報公開、市民参加、議員間討議、市長等の行政
機関との緊張の維持、自己研鑽と資質の向上、議会
を支える体制の確立等に積極的に取り組むために「市
議会基本条例」の制定と、広報広聴機能の充実（見
える化）を目指し『広報広聴委員会』を新たに設置
し、高校生との懇談会や、「視議会 in エール」を行っ
ている。

【総　括】
　議会の見える化の第一歩として、「土曜議会」の開
催（平成 29 年 3 月より年１回開催）や、「視議会 in エー
ル」では、市内ショッピングセンター内の特設会場で、
議員の等身大パネルを置き、議会質問などを掲示し
ている。また、CATV による中継や録画放映はもちろ
ん、ユーチューブでの録画放映、議会だよりにQRコー
ドを付け各議員の質問内容を動画で見られるように
するなど、市民に近づく努力が伺える。このように、
民意と歩む・民意に寄り添う議会を目指して活動し
ている姿には感銘を受けるとともに、本議会でも見
習うことが多く、議会改革を早急に検討する必要性
を痛感した。

【その他の視察】
〇視察先　南アルプス市立学校給食センター
　視察日　令和元年８月 21 日（水）
　視察目的　学校給食における地産地消への取り組み小矢部市役所にて

滑川市視察のようす
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□□□□□□政 務 活 動 報 告

●新生かがやき
●会派のメンバー　代表：小林 敏徳
　　　　　　　　　　　   花輪 進、中込 恵子
　　　　　　　　　　　　　

【視察先】愛知県西尾市  

【視察日】令和元年 10 月２日（水）
【視察の内容】

「市政経営品質改善運動」について
　西尾市は、トヨタ自動車関連企業が多い地域で、ト
ヨタの５Ｓ｛整理、整頓、清掃、清潔、躾｝や、Q C（ク
オリティ・コントロール）サークルなどを組み合わせ、
市政経営品質会議、職員提案制度を統合し、H22 年度
より、市政経営品質改善運動をスタートした。
　その手法は、市役所の仕事別に 90 のグループごと
の改善板（PC 上で共有するエクセルの表）を作り、
課内職員が氏名を入れて、日頃の業務の中での困りご
と、課題などを気づいた時に書き込み、それに応えて
改善策、評価などを書き込むシステムである。改善事
例として、機密文書箱を使いやすくして、溶解処理す
る箱数を削減、また、窓口カウンター・椅子などを色
分けしてわかりやすく、また、杖をかけられるように
するなど、お金より皆の知恵で解決し、市民サービス
の向上が図られている。

【総　括】
業務改善と職員の資質向上、その目的が市民サービ

スの向上にある点が素晴らしい。本市にも取り入れた
い制度、手法であると感じた。 　

【視察先】三重県いなべ市　

【視察日】令和元年 10 月３日（木）
【視察の内容】

　「にぎわいの森  いなべヒュッテ」　について
　いなべ市は、平成 15 年に周辺４町が合併した市で、
人口は約 45,800 人、平成 27 年から、いなべ版地方
創生グリーンクリエイティブいなべ（GCI）の取り組
みが開始された。
　令和元年５月、合併した４町の地理的中心地に、
新市庁舎と隣接した「にぎわいの森」がオープンした。
◇市庁舎は敷地面積約 36,000㎡、延床面積約15,500㎡
　行政棟、議会棟、保健センター棟、シビックコア
　棟に分れている。
◇にぎわいの森は敷地面積約 12,000㎡、4 つの建屋
　に５店舗
　他に試験農園、ピクニックゾーンがあり、駐車場
　120 台
◇市庁舎とにぎわいの森の総工費約 88 億円、すべて
　合併特例債充当　
◇ T V、ラジオ、雑誌等に多く取り上げられた効果も
　あり、年間想定来客数 11 万５千人のところ、５月
　18日～６月末までに12 万人の来場者でにぎわった。

【総　括】
　いなべ市の GCI 事業が見事に花開いた事例を見せ
つけられた感じだ。市庁舎増改築が終了した南アル
プス市だが、完熟農園は閉鎖したまま、積極的な集
客要素が見いだせない状況とは対照的である。

西尾市視察のようす

いなべ市議場にて
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●●●●議  会  活  動

  　  南アルプス市議会 第２回 臨時会
　令和元年第２回臨時会が８月２日に開催されました。契約案件として「広河原山荘新築工事請負契約の締結につい

て」の議案が提出され、全会一致で可決されました。

 関東市議会議長会第１回支部長会議
　８月８日に千葉県千葉市にて関東市議会議長会第１

回支部長会議が開催され、齊藤博明議長が出席しまし

た。

関東市議会議長会のようす

▲

中北・峡南地区議会議長会
　７月 26 日に本市にて令和元年度中北・峡南地区議

会議長会が開催されました。地方議会の円滑な運営と、

地方自治の振興発展をテーマに、お互いの市町の特色

や取り組みについて活発な意見交換を行いました。

会議のようす

▲

山梨県市議会議長会議員合同研修会
　８月７日にアピオ甲府にて山梨県市議会議長会議員

合同研修会が開催されました。

　長野県飯綱町議会前議長 寺島  渉 氏を講師に迎え、

「議会はチェック機能を果たしているか  ～住民の代表

者としての誇り～ 」と題して、議会改革の話を中心に

講演が行われました。

▲合同研修のようす

山梨県市町村事務組合議会監査委員就任
　議会議員から選任する監査委員が欠員となり、監査委員の選任について同意案が提出され、８月23日に齊藤博明議

長が監査委員に選任されました。
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●第４回定例会の会期予定

11 月 29 日………………本会議（初日）

12 月 ５日～ ６日 ……代表・一般質問

　　  ９日～12 日 ……… 常任委員会

　　  20 日……………本会議（最終日）

※日程等は、定例会前の議会運営委員会
　で正式に決定されます。（日程が変更
　になる可能性があります。）

みなさんの傍聴を
お待ちしております！

・事前の申込は不要です。
・委員会も傍聴できます。

●第３回定例会の傍聴者数：36人
    ※報道関係者14 人は除く
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市民から  ひ・と・こ・と  募集中！
　あなたの意見を『議会だより』で発表してみませんか。

　市議会に対する意見や『議会だより』の感想をぜひお寄せください。

　（400 字以内にまとめてください。）

　【提出先】〒 400-0395  南アルプス市小笠原 376 南アルプス市議会事務局 宛

　　　　　  メール：gikai@city.minami-alps.lg.jp 　FAX：055-282-6459

　小笠原村議会議員と意見交換会を開催しました。

小笠原諸島は、小笠原長清公の孫にあたる貞頼により発見され、

「小笠原」と命名された縁で、小笠原村と南アルプス市は姉妹都

市交流を行っています。

　10月1日に小笠原村議会が本市を訪れ、芦安山岳館とクライ

ンガルテンを視察し、自然環境の保全や、都市と農村の交流に

ついて活発な情報交換を行いました。

　小笠原村は、環境や社会的なものまで含めて生態系の維持と

保護を意識し、地域社会の発展に繋げるツーリズム活動を行っ

ています。本市もユネスコエコパークに登録されているなど、

人と自然との共生という通じる部分があり、有意義な意見交換

会となりました。今後の政策提言等に活かしていきます。

▲芦安山岳館にてユネスコエコパークの説明を受ける

▲クラインガルテンを視察

姉妹都市  小笠原村議会が
南アルプス市を表敬訪問
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